
                            平成 15 年 1 月 24 日 

                            環境活動推進課 

                    平成 15 年度 

                子ども環境教育プログラム事業  

                    （Kids ISO14001） 

 

１ 本市の ISO 14001 への取り組みについて 

 本市では，平成 13 年 11 月 22 日に環境マネジメントシステムの国際規格である

ISO14001 の認証を取得しました。全庁を対象とするのは政令指定都市では初めて

です。 

 市内最大の事業者として率先して環境負荷を低減するとともに，地域経営をつ

かさどる自治体として，市民や事業者の皆さんとともに，環境低負荷型のまちづ

くり，環境配慮の織り込まれた生活文化の創出をめざしています。 

 

２ Kids ISO14001 について 

  この仕組みはアーテック(国際芸術協力機構)が作り，全国各地で取り組みが

始まっています。 

  入門編では，家庭の中で子どもたちがリーダーとなって，日常生活を通じた

省エネルギー・省資源に取り組むことを狙いとしています。まず 1 週間自分の家

のエネルギー使用量などをチェックし，それを基にどのようなことができるかを

考え実際に 1 週間行動してみます。その結果をアーテックに送ると，内容を点検・

評価して送り返してもらえます。 

  家庭を巻き込んで行うことで，子どもたちへの影響も多大なものがあり，ま

た，関心のある児童は更に次の段階(初級編)へ進むこともできます。 

 

３ アーテック（Artec：国際芸術協力機構） 

 「国際芸術協力機構」は，国連を中心とするユネスコ，国連大学，UNDP などの

国際機関，それに JICA など日本を始め，世界の政府機関とタイアップして，開発

途上国への技術協力や国内企業の活性化のための技術開発を図りながら文化と文

明，先進国と開発途上国とのバランスを図ることにより新しい世界を創造するた

めの特定非営利活動法人です。(アーテックホームページより，一部略) 



４ 他都市などでの活用事例 

 埼玉県所沢市では，環境部局と教育委員会が連携して取り組んでいます。 

 東京都杉並区では １４年１０月に，取り組んだ児童による発表会が行われて

います。 

 東京都目黒区，松山市などでも取り組みが始まっています。また，企業の協力

による取り組みも進んでいます。 

 

５ 平成 15 年度事業の展開 

 

６ 総合学習(環境教育)での取り組みのために 

 

                  継 続 

◎ 教育委員会・学校と環境局の協働で事業を進めるため，現場の先生と話し合

い，授業の進行や家庭への説明の仕方などについて考えていきたいと思います。

◎ Kids ISO14001(初級編)で良い成果を出した子供には、国際芸術技術協力機

構の国際認証委員会から認定書が発行されます。 

○ Kids ISO14001 入門編の費用は環境局で負担します。 

◎ 財)省エネルギーセンターの｢省エネルギー教育推進モデル校事業｣の活用も

考えられます。 (参考 http://www.eccj.or.jp/school/model/index.html) 

 この事業は平成１５年度に新規事業として開始します。 

 子どもエコクラブの会員500名程度の参加を見込んで予算要求をしていますが，

小・中学校の協力が得られるのであれば 5・6 年生又は中学生を対象に Kids

ISO14001 に基づいた取り組みを実践することも考えています。 

 

 

CO２排出量の少ない生活様式へ 

市民一人当たり排出量削減目標の達成 

 


